
148.中畑遺跡、の調査
跡など奈良一平安時代の鋸立住建物を多〈検出した逃-

跡が多〈、この時期のi立がi、逃物が検出される可能性

が高いと考えられた。

1. はじめに トレンチは、一辺10mX10mの桝形部分と、そこか

中畑巡跡は、草津川改修事業に関逃した草津川i用水 ら東にのびる中日 5m、長さ50mの送水管.部分の計 350

tl:移設の事前例主主として発掘調査が実施された。調査 がを対象として設定された。現地表前下約30cmて'明1定

期間は昭和61年12月10日-12月25日であった。 絡色粕fiニ仁届が露出し、そ ζ にl消茶締色粘i't土を樋i土

当遺跡は草津市西矢念二丁Bに所設する。mは東海 とするi立織が検出された。

i基本線、北と西iま条患に添ってI直角に磁iって流れる{自 2.遺 構

母川に閉まれた水田の下に 11民っている。南東には矢倉 巡織は桝形部分に集中して発見され、送水管部分の

古坑群があり、簡に位置Eする谷巡跡、は古蹟~平安時代 東側約3分の 2からは検出されなか った。綿立:柱建物

の築滞納:で、搬立柱建物や須rJJ.総 ・土師総などが検出 l棟と、それに関連すると考えられる縦一糸、そして

されている? また、当制査地区の簡に隣接した地区で 部 l 粂と、多数のピットが検出さ~1.ている 。
は、昭和60iJ'.. 61年度の発綿調査によって 、古墳時代 掘立柱建物

の経穴住居や平安時代の織立柱建物 ・井戸 ・青島 ・土機 東西3附(4.6m)X南北 3間 (4m)の磁北より 72

などが検出され、須51〔総 ・土偶i総などの造物が出土し -75)立東へ絞った東西棟建物で、住問{ま1.2-1.8mを

ている? 周囲には、南平逃跡、坊主来遺跡、矢倉ロ法 制lる。柱穴は直後40cmの同形を笠するものや、長辺80

遺跡位置図
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A.調査地点

1.当遺跡

2.中兵庫遺跡

3.墓ノ町遺跡

4 .襖遺跡

5.谷遺跡

6.矢倉古墳群

7 .大塚遺跡

8.金鉄落選跡

9.片原遺跡

10.野路岡田遺跡

11.大路井微量事

12.草i掌宿本鱒

13.草津城跡

14.南平遺跡

15.坊主東遺跡

16.矢倉ロ遺跡

17.へソ塚古墳

18.岡田追分遺跡



円形のものがあり、深さは20-30

cmをiWJる。

潟

術立柱建物と盆絞し 、その柱穴

を切って掘り込まれている。北京

~南西に流れる}惨状を呈している。

同織は調査地区外であるが、長さ

7 m以上、幅30-60cmで、中央音1)

分が浅くなり 、採さはlO-30cmを

iJ!lJる。

ピット

直径20-40cmの同形のものや、

一辺20-40仰の方形を呈するもの

があリ 、深さは10-30cmをuliJる。

3.造 物

遺物iま、全体的に出土患が少な

く、また燦減が悲しいものがほと

んどであったので、詳細に観祭し

得なかった。

掘立柱建物

柱穴のtA土に伴って古tJtIl寺代~

平安H寺代の土I)i~苦if . 須 11!:若草 ・ 灰治h

が数十点出土している。

1 Iま須窓若~杯身の荷台部分で 、

底部外mJから少し内fl!IJに断面長方

形の高台が鮎 1)付けられている。

柵

校穴から土問総 ・須Jぷ昔詳の小片

トレ ンチイ立鐙図 が十数点l匂ニiこしているが、実i!!lJで

cm、観辺4Qcmの長方形を呈するものなど様々であうた。 きるものはなかった。土採の年代は、奈良時代を最新

深さは初~初仰を飢IJる。 としている。

柵 溌

t以立ね:主主物の西約 4mの位置に南北方向に並んでい :l:lli土から古坑l時代ー平安JI寺代の土問i昔話 ・須恋総 ・然

る。方位は磁北より約16)支西に振っている。:長さは11 色土総 ・線治hが数十点出土している。

mを礼IIJ1)、枝問I:t.2.5-3 mであ った。柱穴は 5Mllì(~ 2は土師せ先制iの底部に目指而三角形の荷台が貼り付け

認できた。一辺30-40cmの方形のものや、直径30cmめ られたもので、外隔の向台内を|徐きヨコナデを施して

掘立柱建物(南から) 掘立柱建物(束力、ら)
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会 受

他に図示できなかったが、

総希11の輪花織の破片が l点。。。 。。 。
。
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綴立柱建物

。

、、る。

3 !;I:!茶色土総の備である。"ftIJ.い底部に断簡三角形の

向台がやや外方へふんばる}杉で鮎リイ寸けられている。

調態t主席、滅が翁tしく不明である。

4 は須m.十!号~::r~身のロ縁付近の破片である。浅く立ち

ょがる口綾部から、やや斜め上方に受け膏rsが短〈のぴ、

立ち上がりも短めに内上方へのびている。全体にヨコ

ナデ繍盤が』むされている。

5 は ~A~~*fの鉢と考えられる。内華子するロ級官1\Iまま務

部で内似する平簡をもっ。外E百には沈線が二条施され、

その上下にカキEll!将慾が行なわれている。口径22.7ctll

をil!llる。

。 出土している。。 ピット

いずれも奈良時代一平安

時代の土郎総 ・須怒号事 ・綾

織が数十点出土している。

6 !i緑利lの椀てaある。 j怨

立柱建物と柵の隊lに掘られ

たピットから出土したむの

である。口径15.8cmをi!llJる

大形の椀で、{本部から口縁

部にかけてゆるやかに内紛

し 、 ~/官官~H近で少し外反さ

せている。端部!;I::Jl.<収め

ている。内外商に地されて

いたと考えられる線、徹はは

とんど剥落して必 1)、素地

のflfH劫色部分が認出してい

る。ロ綾部の内外商iこlま煤

状の物質が付渚している。

包含層及び耕作土

古悦l時代から近現代に至

るこ七銭 ・陶総 .f，法署号 ・変{採

が出土している。

7 !ま術}JJ務t不身の荷台部

分で 1に似ている。 8は同

じく畿の口綾部の破片であ

ろう 。 9!立京焼Ntt陶器の十海

底部、 10は明治年iの陶i援の

設の口縁昔1¥、11は唐津艇の

減税の椀かHIlのl長辞1Iのいず

れも4皮片である。 12は訴さ付ー

織でi荷台苦1¥分をi換さ、成葺1¥

の完了干したものである。 13

!iJ羽j金不明の石製品である。

メ ?

遺構実 演!IJ図
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途 構 出土土器実測図
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包含層出土土器実測図

長さ10.6cm以上、 最大備5.3cm、wさ].6cmをi!llJる。平 線:sr.組:建物は、 I群とされているグループと問方位を

筒形は槍の頭状を是し、表而i捌 fP.ljjl.!を紺|かく削 って 愛するもので、それらとの関連性が考えら札る?

絢おしている。また議而(;1:.lJZらで制主主痕が認められず、 遺品:1;の広が りは、絢査員l!区の酋~北1ft1]に|匂って延び

断簡はほぼ台形を呈している。霊さJ;t109.3 g以上で ていると考えられ、現定かな りの商績が氷聞として保

ある。 存されている。関速性を持つi蛍械の発見1;1:、今後の関

4.まとめ ~に期f寺されるニとになるであろう 。

今回の調査では、掘立柱建物 1t来、それに伴うと考

えられる側 1条、さらに溝 1粂と多数のピッ トが検出

された。それらは、現水旺|面下約30cmという浅い所で

発見されたにもかかわらず、比較的良好な状態で保存

されていた。しかし、:IA土、逃椛蘭ともに粘土質であ

るため、土罰禁の逃存状態1;1:極めて劣惑であリ、録音受而

が剥縦した リ若しい摩滅を うけているものが多く見ら

れた。 また 、出土 した土器も小片が多く、も との総形

を恕定するのが困難であったe

aS総の年代iま、先後関係の見られるw:立;住建物とTt1'j

に平安時代の造物がJ出土 している。また 、商に般した

地区では 5-6也:紀の経穴住僚と 9-10世紀の割自立住

建物や井戸等が検出されておリ守 当遺跡で検出された
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